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ᴮᴫɂȫɔに

　࣮ኳ・都市ሳ間における人やモノのํ動現象やໞႡ現象

をᴩറȁなʑータを用いて分౏しᴩ読みᜓくという研究を

行っている．ஒ存の࣮ኳ・都市ሳ間には記述できないɎど

の情報ᦀが存٣しᴩ新規の࣮ኳ・都市ሳ間にはまだ情報ᦀ

が生み出されてはいないがᴩどちらもそのままの情報を記

述することは˪ժᑤである．そこでํ動現象は˿にሉ動と

いうകॡに઄象化して置き換えᴩໞႡ現象は人が集まる場

というകॡにщ象化して۰換することでᴩʑータᴺ無意ឧ

に活動した人ȁの行動の集ሥからᴩ都市や人ȁの動態を記

述している．本稿ではщ体΍としてᴩ都市スɻールの職ͳ

分ࢎ配置ᴩ࣮ ኳスɻールのᜫ᜛ツールとしてのୣ理モʑルᴩ

人が集まる場としてのࢺᐍᛓ合ၥہの૘究の３̜΍を取り

上ȥᴩ紹介したい．

ᴯᴫஒސ᥆ࢍにȝȤɞᐳͳஃᜫᥓᏚɁఊᤛԇˁ٫ᚙԇ

　ஒにわが国は2005年をہに人ՠນߵ期にሶ入しておりᴩ

現࿡の都市をそのまま፟ધするためには۹大なエʗルɸを

必要とする．国٠̬通ᅁはコンʛクト・プラス・ʗットワー

ク構想をੜち出しᴩ都市機ᑤを公共̬通機関֚ᣃに集約す

ることでᴩインフラ୥϶等の都市コストҭນへ動き出して

いる．そこでᴩ現࿡の都市施ᜫを፟ધしたまま職ͳ施ᜫの

最ᤛ配置を߳出することでᴩ今後の都市᜛႕施ኍへ提言出

఼るのではないだɠうか．

　図１のように都市モʑルを構ኳしᴩ都市内には通勤・通

学コストᴩ֚ᤅ行動コストᴩ޿៼コストの３種類があると

͑定しᴩ都市内のコストが最ߴとなるようなୣ理モʑルの

ᜓを߳出したい．都市内のコストが最ߴ化された࿡態とはᴩ

୥϶៵用が最ߴ化された࿡態だと考えられᴩ都市機ᑤを፟

ધするための៵用が最ߴとなる࿡態でもある．

　୑͎指定都市を中॑に国内10都市の実ʑータを用いてʛ

ラメータᝩ୥を行うとᴩ都市内におけるコストは70～80¥

は֚ᤅ行動コストでありᴩ通勤・通学コストは10¥以下で

あることが明らかとなった．これはコンʛクト・プラス・

ʗットワーク構想とは正反対の結果を示しておりᴩ公共施

ᜫの集約化は重要であるもののᴩࠊͳ٥を᝗߳する必要性

はɎとんどないということを示している．加えてᴩற今の

コロナᇧに͍表される職場ၥہ・ሉ動ၥہの۰化を都市モ

ʑルに組み込みᴩो島県を΍に再᜛አするとᴩ現࿡の職ͳ

施ᜫ分ࢎが最ᤛ化された࿡態であることがҜ明した．自ႏ

な意९ข定に基ȸく行動によってᴩ都市ሳ間の۰容が行わ

れているという論理を裏͇けるものであると考えている．
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ᴰᴫᛓնஃᜫюɁᬂࢲఊᤛԇɁʎ˂ʵᩒᄉ

　都市ሳ間のスɻールを࣮ኳスɻールまでᕶとし込みᴩࢲ

面最ᤛ化のモʑルを構ኳしたのが２つ目の研究̜΍であ

る．従఼の࣮ኳᜫ᜛ではᴩᜫ᜛者の経験によってࢲ面᜛႕

が行われているがᴩ۹機ᑤがӿ含されたᛓ合施ᜫの᫗要が

高まりᴩࢲ面᜛႕にʈーニングというകॡを取り入れる必

要性が高まっている．そこでA¬ Â¬ Cという３種の異なる

ʈーニングの分Ҿとᴩ各ʈーニング内における部ࠎ分Ҿお

よび異なるʈーニング間でも᪬接関Ρを担ίするୣ理モʑ

ルを構ኳしᴩL型の˪୥形ࢲ面の分Ҿを̜΍に೫証を行っ

た．ここで部ࠎ形࿡は同面ሥであれば正方形に近ȸくɎど

֚ᣃ長がᅽくなることを૵用しᴩ目的関ୣを内ے長さの最

化とᜫ定している．図２は最ᤛᜓと経験則によるᜓを示ߴ

しているがᴩA¬ Â¬ Cの３つのʈーニングが要෰している面

ሥは全て等しく18˟とᜫ定しているためᴩ図２ c）のよう

にࢲ面᜛႕を行うことが無理がないように९えるがᴩその

場合は図２ a）ᴩâ）と異なり内ےの長さが長くなる．̜΍

のようなߴさなࢲ面᜛႕では１mのࢃはɎとんどないがᴩ

期に۹大な影響ࡾ大なᛓ合施ᜫの᜛႕では࣮ᜫコストやࢁ

を及ɏすץ題である．一施ᜫ一機ᑤという前提からᴩᛓ合

化することによって生活の価値をտ上させる必要性が高

まっている現࿡ではᴩᜫ᜛を行う前段᪡でのʈーニング᜛

႕に用いることのできるモʑルであると言えるだɠう．

ᴱᴫࢺᐍᛓնஃᜫɁ቏٥࿑ॴȻ਽቏ʡʷʅʃ

　ᝤもがڒ٥でともに௨らすことを目的としてᴩՀ生әЄ

ᅁはࢺޤᐍ所（ڒ٥共生型サーʝス）の୥϶を推᣹してお

りᴩ高ᳮ者施ᜫとз቟施ᜫのᛓ合化が全国でછがりを見せ

ている．そこでᴩこれまで単体で੥われていた両施ᜫがᛓ

合化することによって創出される意֞や価値を体ጕ的に୥

理しᴩᛓ合施ᜫを᜛႕・ᜫ᜛する段᪡やᴩީ成後の̬ํ・

共٣プログラムᴩプロセスのႡ意ཟを取りまとめている．

　人ՠが۹いエリɬには自ུとࢺᐍ施ᜫも۹くなることが

̙想されるためᴩ東京都を᪍く東日本22県の施ᜫを人ՠ߈

࣊で෗ᢎすることで基ໄ化を行い෗ᢎするとᴩ人ՠ集中٥

ではࢺᐍᛓ合施ᜫがɎとんど存٣しないがᴩᤈႾ٥では非

常に高いҾ合で存٣することが明らかとなった．いまだに全

国のࢺᐍ施ᜫが፤Ꮳされたʑータʣースは存٣せずᴩʑー

タʣースは構ኳ中であるがᴩ2021年࣊中にはީ成する̙定

である．そこで୎めて立٥特性を明らかにしていきたい．

ᴲᴫɑȻɔ

　上述した３̜΍はᴩそれぞれスɻールや੥うモʑルは異

なるがᴩ人ȁの無意ឧの行動のᖞሥによるʑータを用いて

࣮ኳ・都市ሳ間を記述するというཟでは一ᒵしている．今

後も分౏方法論としての࣮ኳ・都市ሳ間の記述にႡまるこ

となくᴩ価値創造としての࣮ኳ・都市ሳ間のʑʀインも含

めてᴩスɻールを横୽しながら研究にӘんでいきたい．

 

図３．スɻールの行き఼による࣮ኳ・都市ሳ間の記述とʑʀイン
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